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中間貯蔵施設の見学時には、参加者からさまざまな質問が寄せられます。
本号では、案内担当への聞き取りをもとに、見学を通じて生まれる関心や疑問について紹介します。

中間貯蔵施設を見学すると何を感じるのか

　中間貯蔵施設の見学には、学生から社会人、年配の方まで、

さまざまな方にご参加いただいています。案内担当からの説明

を聞きながら現地を見学するなかで、見学者からは「これは何

だろう」「この先どうなるのだろうか」などといった、さまざ

まな質問が寄せられます。

　案内を担当する者によると、見学者からよく寄せられる質問

は、「将来のこと」と「放射線に関すること」に大きく分かれ

るそうです。

　将来のことに関する質問では、「2045 年 3 月以降、この場所

はどうなるのか」「県外最終処分はどのように進められるのか」

「復興再生利用は今後どのように進むのか」といったものがあ

ります。中間貯蔵施設の広大な敷地や土壌貯蔵施設の大きさを

実際に目にすることで、「この先どうなっていくのだろう」と

いう関心につながるようです。

　放射線に関する質問では、「作業にあたる人の被ばくは大丈

夫なのか」「貯蔵されている土壌は安全なのか」「自分の住んで

いるところと比べてどのくらいの放射線量なのか」など、事業

に関わる人々や土壌の安全性について関心を持たれるようで

す。こうした質問は、放射線の測定体験をしている中で寄せら

れることが多いそうです。

　また、案内担当とやり取りする中で、例えば学生からは「福

島第一原子力発電所など近くにある別の施設も見てみたい」

「もっと多くの人にここを知ってもらいたい」といった声が聞

かれることがあるそうです。こうした声からは、見学で知った

内容をきっかけに、自分なりに考えたり、新たな関心へとつな

げたりしている様子がうかがえます。

　見学は、中間貯蔵施設や事業について知る機会であると同時

に、自分がどのようなことに関心を持っているかを知る機会で

もあります。

　皆さんも中間貯蔵施設を見学すると何を感じるのか、実際に

現地で確かめてみてはいかがでしょうか？

※　JESCOでは、見学者から寄せられたご意見を、
　　見学内容の充実等に活用しています。



● 相馬野馬追の凱旋報告

● （ご案内）第 13回知のネットワーク会合を開催します

　5 月 23 日から 25 日にかけて開催された相馬野馬追。例年７
月に行われてきた行事ですが、近年は人だけでなく馬にとって
も厳しい暑さのため、2024 年から開催時期が５月に変更され
ました。
　24 日には、相馬地方の各地区から集まった騎馬による甲冑
競馬や神旗争奪戦が行われ、各地区で凱旋報告が行われました。
大熊町では町役場に報告会場が設けられ、役場までの道をいく
騎馬武者の行列を一目見ようと沿道に人が集まりました。
　静まり返った中、アスファルトに響く蹄の音。間近に迫る馬
体の大きさ。汗と土の入り混じった戦の後のにおい。沿道では
静かに見守る人、カメラやスマートフォンで写真を撮る人、知
り合いの騎馬武者に声を掛ける人など様々です。
　凱旋報告では、神旗を獲得したことが伝えられると拍手やど
よめきが起こりました。
　大熊町騎馬会の会長である小野田さんに、野馬追についてお
話を伺いました。小野田さんは小学校 1 年生で初陣を迎え、そ
の後も出陣を重ね、今回で 28 回目になるそうです。出陣して
いない年でも、頭の中で野馬追の流れを追ってしまうことが
あったそうで、「体に染みついている感覚」と表現しています。
野馬追は特別な行事というより、毎年決まった時期に巡ってく

　減容化・再生利用と復興を考える知のネットワーク会合を８

月２７日に開催します。今回は、復興再生利用や県外最終処分

に関する理解をどのように深めていくかについて取り上げま

す。

　なお、本会合は第 15回環境放射能除染研究発表会の企画セッ

ションとして位置付けられています。

　どなたでも無料で聴講いただけます。ご関心のある方は、ぜ

ひ会場まで足をお運びください。

る、自分の生活の中に組み込まれているものと語ります。
　また、1000年以上続いてきた歴史に携わることについて「誇
らしい」とする一方で、「続けていかなければいけない」とも
話します。現在は 40 代後半から 50 代が中心となっており、若
い世代へどう繋いでいくかが課題です。参加は誰でも可能です
が、十分に知られていない面もあり、関わる人を広げていく必
要があるとのことでした。
　時代を超え、規模や形を変えながら、人から人へと受け継が
れてきた相馬野馬追。この伝統を未来へ繋いでいくためには、
より多くの人が関わりを持つことが大切なのかもしれません。
騎馬武者として参加する人だけでなく、観戦に訪れる人や沿道
で行列を見守る人など、それぞれが自分なりの形で関わること
で、これから先へ受け継がれていくように感じました。

凱旋行列の様子（左）と相馬流れ山踊りの披露の様子（右）

日　時　2026 年 8 月 27 日（木）午後　　　　
会　場　国立研究開発法人　産業技術総合研究所　
　　　　中央事業所　共用講堂
テーマ　復興再生利用・県外最終処分に関する理解醸成活動
　　　　～個人の考え方の違いを踏まえた最適なアプローチとは～（仮）

・つくばセンターバスターミナル
　4 番のりば発 「荒川沖駅行き」
　または「学園南循環（右回り）」
・タクシー約 15 分

▼見学者アンケート ▼情報センター見学のご案内
●初めて帰還困難区域に入りました。TV 等
で見るのと違い、現実を目の当たりにしま
した。全てが印象に残りました

50 代 / 山形県

●復興再生利用の現場を見てもらうことが
理解を深めることに繋がると思いました。

20 代 / 神奈川県

●施設を見学して土壌について理解できま
した。一人でも多くの人に見学してもらい、
理解が進めばよいと思いました。

20 代 / 神奈川県

編集後記

梅雨の晴れ間には強い日差しが照りつ
け、夏の訪れを感じる季節となりまし
た。中間貯蔵施設内の植え込みでは花
が咲き、緑が色濃くなるなど、季節の
移ろいを感じるひとときとなりました。

ニューズレターに関するご感想やご意見、ご要望を下記メールまでお寄せください。
johocenter@jesconet.co.jp

発行：中間貯蔵・環境安全事業株式会社　
　　　知のネットワーク 運営チーム

情報センターだより
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中間貯蔵事業
情報センター
(CREVAおおくま1階)

ホームページはこちら
福島県双葉郡大熊町大字下野上字大野 116 番 5
開館時間▶9:00 ～ 17:00 ( 最終入館 16:30）
休  館  日▶毎週火曜日 ( 祝日の場合は翌平日）、
　　　　　年末年始 (12/29 ～ 1/3）

中間貯蔵施設見学は事前に予約が
必要となります。

中間貯蔵事業情報センターは無料で見学できます。

知のネットワークの HPはこちら

つくば駅からお越しの場合つくば駅からお越しの場合


